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表示付認証機器ガスクロマトグラフ用ＥＣＤの「注意事項」 

1. ディテクタの使用および保管は、機器設置施設（施錠できる部屋）において行ってください。 

2. ディテクタをガスクロマトグラフからみだりに取りはずさないでください（ディテクタ交換する場合を除く） 

3. ＥＣＤの使用にあたっては次のことを守ってください。 

① 同一の者が年間2000 時間を超えてガスクロマトグラフエレクトロンキャプチャディテクタから50cm 以内に接近しないこ

と。 

② ディテクタから放射性同位元素を取り出さないこと。 

③ ディテクタおよびキャリアガスの温度が350 度を超えないようにすること。 

④ キャリアガスとして腐食性のガスを用いないこと。 

⑤ ディテクタにキャリアガスまたは試料以外の物を入れないこと。 

4. ディテクタを運搬する場合は、開封された時に見やすい場所に「放射性」または「RADIOACTIVE」の表示を有している容器を用い

て、Ｌ型輸送物の基準に従い運搬すること。 

5. ディテクタを廃棄する場合は、メ－カ－へ返却ください。一般廃棄物または産業廃棄物と同様の廃棄はしないでください。 

6. ディテクタの盗取または所在不明が生じたときは、その旨を直ちに管理責任者へ報告してください。（管理責任者は最寄の警察官

または海上保安官への通報、および原子力規制委員会への届出が義務付けられています。） 

7. 放射性同位元素の標識は指定された場所に貼り付けた状態でご使用ください。 

8. ディテクタは取扱説明書等に記載された注意事項に従ってご使用ください。 

http://www.nsr.go.jp/
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